
Ⅰ 問題と目的

近年、不登校やいじめなどの問題で特別の援
助を求める子どもの増加に伴い、学級担任の教
師一人が児童生徒に対応するのではなく、複数
の援助者が協力する体制をとる必要性が主張さ
れている。文部科学省（2001）は「少年の問題
行動等に関する調査研究協力者会議報告」で、
子どもの生徒指導上の問題に対し学校と関係機
関が協力しながら取り組む「行動連携」の重要
性を打ち出し、不登校の対応について、教育相
談体制の充実を掲げている（文部科学省，2003）。

具体的には①校内で複数の教師が協力する支援
を呼びかけるとともに、②学校内外の援助資源
を生かした援助体制の確立と組織整備、③家庭
との連携による支援が有効であることを指摘し
ている。さらに学校におけるカウンセリング体
制の充実を図るという方針を打ち出し、そのた
めの対応の一つとして、平成 7年度よりスクー
ルカウンセラー派遣施策を実施している。この
施策は平成 7年度より平成 12年度まで「スク
ールカウンセラー活用調査研究委託事業」、平
成 13年度からは「スクールカウンセラー等活
用事業補助」として展開されており、スクール
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カウンセラー派遣校は拡充の一途をたどってい
る。公立中学校へのスクールカウンセラー配置
率は平成 13年度 25.3％、平成 14年度 33.3％、
平成 15年度 46.1％、平成 16年度 57.9％、平成
17年度 68.8％、平成 18年度 75.5％である。ま
た平成 18年度から不登校児童生徒を対象に地
域のネットワークを活用して問題の対応にあた
る「スクーリング・サポート・ネットワーク事
業」を展開し、問題の早期発見、早期対応を目
指してきた。平成 20年度からは「スクールソ
ーシャルワーカー活用事業調査研究」が指定さ
れた地域で展開され、地域資源の活用とスクー
ルカウンセラーやスクールソーシャルワーカー
の配置といった専門家の活用によって、子ども
の問題解決をより推進しようと試みている。
どのように教師と専門家が協力しながら援助
を行うか、地域の援助資源をどう活用するか
が、今後の学校カウンセリング体制の充実に必
要不可欠な視点といえる。まさに学校というコ
ミュニティ、その学校が所属している地域社会
のコミュニティの有する豊かな援助資源を活用
するチームワークを基盤にしながら、児童生徒
の発達や成長に関わっていくことが学校におけ
る心理臨床（鵜養・鵜養，1997）であり、学校
教育相談（大野，1997）と言える。
しかし、複数の援助者による援助の重要性が
指摘される一方で、教師の仕事は自己の判断を
優先する傾向があり、依然として担任教師によ
る問題の抱え込みや、経験的対応に終始する問
題があることも指摘されており（鈴木，1998）、
組織的な取り組みが難しく（小島，2002）、指
導困難であるにもかかわらず、教師それぞれが
個別的な対応を強めている事例（佐古，2006）
が報告されている。
さらに個別の事例に対しての協力関係が可能
であっても、それを学校全体の援助体制の活性
化に結びつけることは難しく（竹崎，2006）、
河村・武藤・粕谷（2005）は学校全体での支援
体制ができることを担任が必要としているとい
う調査結果を報告している。また学校内で援助

システムを構築する役割を担っている教育相談
の分掌は、その活動が学校組織に定着していな
い（西山・淵上，2005）。スクールカウンセラ
ーとの連携においても、教育相談組織が十分に
機能していると評価された学校は 3分の 1程度
に過ぎないことが報告されている（伊藤，1999）。
文部科学省が提言している複数の援助者によ
る協力体制、援助に関する組織整備はスクール
カウンセラー導入をきっかけに、学校現場で積
極的な取り組みを開始し、功を奏しているが、
その一方で①個別の対応を行う傾向がある教師
との協力関係の構築、②教師、スクールカウン
セラーの相互理解の促進、③学校全体の援助シ
ステムの構築と解決すべき問題が依然として山
積しているといえよう。
こうした教師を中心とした複数の援助者によ
るチーム援助が効果を上げるには、そのチーム
をまとめ、調整していくためのコーディネータ
ーの存在が必要である（例えば、石隈，1999；
黒沢，1998）。本論文では学校における援助チ
ームのコーディネーションに関する研究につい
て概観し、その意義、重要性について考察す
る。

Ⅱ コーディネーションとは

1．援助チームの構造
学校心理学の援助チームのとらえ方を概観し
ながら、まず援助チームの構造について整理す
る。援助チームとは「複数の援助者が、対等な
立場で援助目標や援助計画を協議し、それに照
らしあわせて役割分担を行いながら、援助を進
めるもの」（宇留田，2004）であり、援助の形
態、および援助を進める主体を指す。
学校心理学（石隈，1999, 2004）では、3種

類の援助チームが指摘されている。①特定の児
童生徒に対し一時的に編成され、問題解決とと
もに解散される個別の援助チーム、②学校の心
理教育的援助サービスの充実を目指して恒常的
に機能するチーム、③学校全体の教育システム
の運営に関するチームである。②と③における
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システムレベルの援助チームは、具体的には学
校組織における心理教育的援助サービスに関す
る運営委員会、対策委員会（たとえば「教育相
談委員会」「不登校対策委員会」など）の名称
の委員会がそれにあたる。これらの委員会に、
スクールカウンセラー、教育相談係、特別支援
教育担当教師、養護教諭などが構成員として入
ることがあり、学校組織の教育システムに関す
るコンサルタントとして機能する。
つまり、援助チームは一時的に編成される特
定の個人に対するチーム（①）と、恒常的に行
われる複数あるいは全ての児童生徒に対する援
助システムの運営委員会（②、③）という二つ
の異なった構造を有している。同様に黒沢・森
（1999）は、問題状況が収まれば解散するチー
ムに対して、システムはより恒常的で継続的な
ものであると、この二つを異なるものとして区
別しており、ここでは援助チームを「個別の援
助チーム」、「援助システム」と分けて論じてい
く。

2．コーディネーションの定義
援助チームのコーディネーターは、学校内外
の複数の援助資源を組み合わせ、調整していく
（石隈，1999；下村，1998）と同時に、チーム
で行う援助サービス活動や方針の調整、チーム
援助を支えるシステムの調整を行う。ダリル・
ヤギ（1998）はアメリカにおけるスクールカウ
ンセラーの業務の中でコーディネーションを
「カウンセラーがスクールカウンセリングプロ
グラムとそれに関係するサービスを組織し管理
するリーダーシップとしての過程である」と定
義している。本論文では石隈（1999, 2004）、
ダリル・ヤギ（1998）を参考にして、心理教育
的援助サービスのコーディネーションを「学校
内外の援助資源を調整しながらチームを形成
し、個別の援助チームおよびシステムレベルで
の援助活動を調整するプロセス」と定義する。
援助チームのコーディネーションは、援助チ
ームの構造に対応し、①一時的に編成される特

定の個人に対する個別の援助チームレベルのコ
ーディネーションと、②恒常的に行われる複数
あるいは全ての児童生徒に対する援助システム
レベルのコーディネーションという二つの異な
った構造を有していると考えられる。そして、
①と②のいずれにおいても学校外の援助資源と
のネットワークが関連しているといえる。

3．コーディネーションのプロセス
田村（2004）は中学校における軽度発達障害
に対する援助チームでの実践事例をもとに、個
別の援助チームの展開サイクルを①援助チーム
形成、②援助チームでの活動、③援助チームの
終結、④引継（フォローアップ）の 4つのステ
ップで整理している。そしてコーディネーショ
ンはこの 4つのステップを繰り返して進められ
ることを指摘している。つまり、コーディネー
ションは援助開始から終結までのプロセスにお
いて行われることが示唆された。
コーディネーションのプロセスは、特定の問
題をもつ児童生徒を対象にしたチーム援助に限
定されるのではない。石隈（1999）はアメリカ
でのスクールサイコロジストとしての実践経験
をもとに、援助サービスのコーディネーション
のプロセスを一次的援助サービス、二次的援助
サービス、三次的援助サービスの 3つのステッ
プで整理している。まず担任や保護者などの気
づきをもとにコーディネーション委員会に事例
を提出し、コーディネーション委員会が援助チ
ームを組織するか否かについて検討する。その
後、特定の子どものための SST（Student Support

Team）を結成し、心理教育的援助サービスを
提供するというモデルを提示している。
また、チーム援助のプロセスにおいては、コ
ンサルテーションが重要な機能を果たす。ここ
ではコンサルテーションとコーディネーション
の関係について整理しておく。コンサルテーシ
ョンとは「二人の専門家の相互作用の過程であ
り、コンサルタントがコンサルティに対して、
コンサルティがかかえているクライエントに関
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した特定の問題をコンサルティの中でより効果
的に解決できるように援助する関係」（Caplan,

1961）であり、従来コーディネーションはコン
サルテーションに含まれると考えられてきた
（山本，2000）。この場合、コーディネーション
は「専門家がクライエントを他の専門機関に紹
介することによって、援助サービスの調整を行
う」（藤川，2007）という狭い意味でとらえら
れている。しかし、コーディネーションは援助
チームにおける援助開始から終結までの一連の
プロセスでもある。つまりコンサルテーション
の活動はコーディネーションのプロセスに含ま
れ、重要な機能を果たすものととらえられる。

4．コーディネーションの担い手
学校においては、教育相談担当者・養護教諭
・生徒指導主任・学年主任・スクールカウンセ
ラーがコーディネーターとなることを期待され
ている（小島，1996；原田・府川・林，1997；
佐野，1997；鵜養・鵜養，1997；下村，1998）。
現在では特別支援教育コーディネーターを中心
に、学校内でコーディネーター担当教師が任命
されているが、あくまでも学校運営上の役割に
過ぎないのが現状である。
原田ら（1997）はスクールカウンセラーと連
携した実践を「コーディネート型教育相談」と
して報告し、「教師集団をまとめるためには教
師の中にコーディネーターとして動ける人材が
必要」であり、教師をまとめることを「スクー
ルカウンセラーに期待するのは無理がある」と
実践を踏まえて指摘している。石隈（1998）は
「教育相談係や養護教諭は、スクールカウンセ
ラーが担当する学校の援助サービスの向上に力
を発揮するために、①カウンセラー活用の窓
口、②子どもの援助チームにおけるカウンセラ
ーと教師のコーディネーターとなる」と述べ、
学校教育相談のリーダーとして教育相談係や養
護教諭に「スクールカウンセラーと教師の橋渡
し役」を期待している。
生徒指導主事、学年主任については「学校教

育法施行規則」に「生徒指導主事は校長の監督
を受け、生徒指導に関する事項をつかさどり、
当該事項について連絡調整および指導、助言に
当たる」（第 70条の 4）「学年主任は校長の監
督を受け、当該学年の教育活動に関する事項に
ついて連絡調整および指導、助言に当たる」
（第 44条の 5）と「連絡調整」を行うことが職
務として定められている。
教師が教師としての専門性と日常性を生かし
ながら保護者、教師、専門機関と連携を行って
いくのに対して、黒沢（1998）はスクールカウ
ンセラーがカウンセラーとしての専門性と非常
勤という非日常性を生かしながらコーディネー
ションを行うことを提案している。
米国の公立学校では、Student Support Service

Coordinator（今田，2002）がおかれている例が
あるが、日本の現状としては、一人の専門家が
コーディネーターとして機能するのではなく、
異なった専門性をもつ複数の人間がコーディネ
ーターとして協力することでコーディネーショ
ンが行われていると考えられる。

Ⅲ コーディネーション研究の概観

文献検索は主に、国立情報学研究所の文献デ
ータベースである論文情報ナビゲータ CiNii を
使用した。CiNii では 1990年から 2009年まで
の雑誌論文（教育心理学研究、カウンセリング
研究、心理臨床学研究、家族心理学研究、学校
心理学研究、特殊教育学研究、発達障害研究、
発達心理学研究、LD 研究、応用教育心理学研
究、生徒指導学研究）を対象とした。「援助チ
ーム、チーム援助、援助システム、教育相談体
制、コーディネーター、コーディネーション」
のキーワードで検索し、26 件が抽出された。
重なりあった論文を排除し、14の実践研究論
文を取り上げた。

1．個別の援助チームレベルのコーディネーシ
ョン
田村（2003）は中学校においてスクールカウ
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ンセラーが行った教師・保護者・コーディネー
ター（スクールカウンセラーなど）によるチー
ム援助の実践事例を取り上げ、コーディネーシ
ョンや相互コンサルテーションが有効であった
ことを報告している。田村（2003）は援助チー
ムの活動を調整するコーディネーターが「援助
チームを形成し、促進する」役割を果たすと
し、援助チームでの話し合いにおいてコーディ
ネーターが参加者の心情に配慮することは効果
的なチーム援助に結びつくことを報告してい
る。そしてコーディネーターには次の 6点を求
められることが示唆された。①援助チームでの
話し合いをもつタイミングをはかる、②チーム
メンバーの心情に配慮した話し合いの進行がで
きる、③話しやすい雰囲気を作る、④専門的な
知識を持っている、⑤援助案が実行しやすいよ
うにする、⑥援助方針や援助案の修正をする。
チーム援助を促進する役割として、コーディ
ネーターが重要であるという指摘は八並
（2005）、上村・今田（2002）の実践からも報告
されている。八並（2005）はチームサポート研
究の焦点の一つとして、援助ニーズの高い子ど
もへの校内および保護者との連携のコーディネ
ーションをとりあげ、コーディネーションがチ
ーム援助を促進することを報告している。上村
・今田（2002）は小・中・高校の教師による事
例検討会での調査から、教師のメンタルヘルス
に影響を及ぼす要因として、「チーム援助」「連
携」をあげ、教師間の連携をはかるための課題
として、①教職員の意識、②チームに関する情
報の共有、③チームの機能に関する調整の 3点
を指摘している。特にチームが実質的に機能す
るように、状況に応じて柔軟に調整するコーデ
ィネーションを専門に担当する職員の存在が鍵
を握ることを指摘している。

2．システムレベルのコーディネーション
家近・石隈（2003）は中学校における校内委
員会（コーディネーション委員会）の実践を検
討し、コーディネーション委員会は、①コンサ

ルテーションおよび相互コンサルテーション機
能、②学年、学校レベルの連絡・調整機能、③
チーム援助の促進機能、④マネジメントの促進
機能をもつことを明らかにしている。
板橋・金丸・小久保・筒井（2006）は中学生
の援助事例から、援助ニーズの高い生徒につい
ての的確な見方や有効なかかわり方のための情
報を共有できる場として学年会を活用し、その
効果を検証している。そして学年会で特定の子
どもについて情報交換し、援助方針について検
討することが、他の子どもの援助への応用につ
ながったことを報告している。
どちらの実践も、委員会・学年会といったシ
ステムレベルの援助チームの実践を取り上げ考
察したものである。これらの先行研究からコー
ディネーターがシステムレベルの援助チームで
情報共有を行い、援助方針を検討することは、
個別の援助を促進することが示唆された。
さらに家近・石隈（2007）は A 中学校のコ

ーディネーション委員会に参加した教師がその
体験をどう受け止めたかを半構造化面接の分析
から明らかにすることにより、コーディネーシ
ョン委員会のコンサルテーション機能および相
互コンサルテーション機能について検討してい
る。その結果、スクールカウンセラーによるコ
ンサルテーションを通して、①教師の安心・自
信、新たな視点の獲得、②教師同士のつながり
の促進が示唆された。また参加者による相互コ
ンサルテーションでは、①同僚から気持ちを受
け入れてもらった安心、②子どもの問題につい
て検討する時間と場の共有、③教師の生徒の問
題に関する当事者意識の高まりをあげている。
花田・小泉・田中・淵上（2008）は各学校の
特別支援教育コーディネーターを統括する地域
のコーディネーターの活動を取り上げている。
地域のコーディネーターが学校の組織作りに関
するコンサルテーションを行い、「チェック表」
を活用して特別支援教育のための援助システム
構築を推進するプロセスを検討している。特別
支援教育における校内体制構築プロセスのチェ
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ック表は①目標達成、②資料・記録・情報、③
援助チーム、④援助計画、⑤実態把握、⑥組
織、⑦気づきで構成されており、各校の校内体
制構築の進捗状況の確認と評価を行っている。
体制作りには各学校のコーディネーターの活動
と管理職のリーダーシップの重要性が示唆され
た。
援助システム構築については、相樂・石隈

（2005）が中学校での実践をもとに、教育相談
システムが構築されるプロセス、およびシステ
ム構築と心理教育的援助サービスの関係につい
て検討している。その結果、①問題意識の共
有、②援助チームの実践、③活動の見直し、④
システムの整備というプロセスを経て、教育相
談システムを構築したことが明らかになった。
また教育相談システム構築と提供する援助サー
ビスの充実は関連しており、そこにはコーディ
ネーターの働きが影響していると示唆された。
システム構築のためにはコーディネーターが援
助システムに関する話しあいの場を設定し、職
員全体の共通理解と意識の啓発を行いながら、
学校組織のアセスメントに基づいてシステム構
築を進めることが必要であることを指摘してい
る。
いずれの実践も校内の教師以外の立場から、

学校の援助システム構築に関して管理職や生徒
指導主事などにコンサルテーションを行ってい
る。これらの実践から、システムレベルの援助
チームの活動促進のためには学校システムのア
セスメントに基づくコンサルテーションや管理
職のリーダーシップに支えられながら、校内で
システムレベルの援助チームの活動を調整する
コーディネーターの存在が重要であるといえ
る。

3．コーディネーションの機能
コーディネーションの機能については、野坂
・沖村・津島（2005）は医療的ケアを必要とす
る子どもが在籍する養護学校の宿泊を伴う校外
学習で、養護教諭が医師や教師による援助チー

ムのコーディネーター的な役割を担っていた事
例についてまとめている。具体的にはコーディ
ネーションの機能として養護教諭は生徒のニー
ズをアセスメントし、ケアの計画作成、資源の
活用、援助者同士のコミュニケーションの促進
を行っていると報告し、多くの職種が連携する
ためには、連携のためのシステムが必要であ
り、学校でコーディネーターを明確化しておく
ことが必要であると指摘している。
津島（2007）は養護教諭が行うコーディネー
ションの展開プロセスとして①ニーズの発見、
②アセスメント、③ケア計画、④実施、⑤評価
をあげている。さらに養護学校に勤務する養護
教諭を対象に、コーディネーションを必要とし
た事例について半構造化面接を行い、12のコ
ーディネーションの機能を抽出している。①問
題の発見、ニーズ把握、②アセスメント、③目
標設定とケア計画、④情報収集と提供、⑤社会
資源活用、⑥調整会議、⑦連絡・連携、⑧運営
・管理、⑨相談・助言、⑩統合・開発、⑪実
施、⑫評価である。また、田村（2004）は中学
校における LD 児の保護者との相互コンサルテ
ーションの事例から援助チームの形成や維持
は、コーディネーターの適切なコーディネーシ
ョン行動に依拠することを明らかにした。しか
しこれらの先行研究においては、コーディネー
ションの機能として、コーディネーション行動
やコーディネーションの効果、コーディネーシ
ョンの働きといった複数の概念が含まれてお
り、整理されていない。今後コーディネーショ
ンの機能については、概念の整理とさらに質
的、数量的な検討が行われる必要があると思わ
れる。

4．コーディネーターの特性や能力
菊池・七條（2009）は中学校においてコーデ
ィネーターとしての役割を期待されている教育
相談、生徒指導、養護教諭、学年主任、および
スクールカウンセラーの年代ごとのコーディネ
ーション行動の差を検討した。その結果 20代
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のスクールカウンセラーは 40代のスクールカ
ウンセラーより保護者や担任との連携を促進す
る行動が少ないことが明らかとなった。スクー
ルカウンセラー養成の際にこのような能力を伸
ばす教育が必要であることを提言している。
田村（2003）は中学校においてスクールカウ
ンセラーが行った教師・保護者・コーディネー
ターによる援助チームの実践事例を取り上げ、
コーディネーターには次のことが求められると
報告している。①援助チームでの話し合いをも
つタイミングをはかる、②チームメンバーの心
情に配慮した話し合いの進行ができる、③話し
やすい雰囲気を作る、④専門的な知識を持って
いる、⑤援助案が実行しやすいようにする、⑥
援助方針や援助案の修正をする。コーディネー
ターは相互コンサルテーションにおいて、チー
ムメンバーから情報や指針を得て、それを生か
す能力が求められる。
山寺・高橋（2004）は養護教諭がコーディネ
ーターとなってチーム援助を行った高校の事例
をとりあげ、養護教諭がコーディネーターとな
る長所と課題を検討している。長所として①情
報収集のしやすさ、②組織の枠にとらわれない
柔軟性、③外部専門機関との連携のしやすさ、
④時間の枠組みのゆるやかさ、⑤心身の危機へ
の介入のしやすさをあげ、短所として①コーデ
ィネーターとしての訓練が不十分、②他の業務
への影響、③他から期待される業務内容とのギ
ャップ、④問題によっては対応が困難であるこ
とをあげている。同じく養護教諭の立場から行
った中学校におけるコーディネーションの実践
を振り返り、相樂・石隈（2005）は養護教諭が
保健室を生徒の問題を捉える窓口として機能さ
せ、学校全体の生徒の問題のアセスメントを行
うことが、学校全体の援助システム構築に貢献
するという長所を報告している。一方、短所と
して他の職員との連携のとりにくさ、求められ
る役割とのギャップなどの課題をあげている。
これらの実践研究の結果から、コーディネー
ターには援助チームでの話し合いに関して配慮

できる能力が必要であると示唆された。しか
し、スクールカウンセラーや養護教諭に対して
コーディネーションに関する研修が行われてい
ない現状では、コーディネーションを行うには
個人の資質や力量に頼る部分が大きいといえ
る。
中村（2007）は文部科学省の委託事業である
スクーリング・サポート・ネットワーク整備事
業を取り上げ、様々な人的資源や関係機関をつ
なぐ支援ネットワーク活動を分析し、その機能
として①コミュニケーション、②コンサルテー
ション、③コーディネーション、④カウンセリ
ング、⑤コラボレーションをあげる。特にシス
テマティックな対応のためにはコーディネータ
ーの存在が重要であり、教育研究所のスタッフ
やスクールカウンセラーが初期の段階で担当し
ながら、段階的に学校内の教師にその業務を移
行していくことが必要だと述べている。その理
由として教育研究所のスタッフやスクールカウ
ンセラーはカウンセリングやコンサルテーショ
ンを行う研修はうけているが、各事例の学校内
での調整に関しては教師のほうが得意であるこ
とをあげている。
また、花田・小泉・田中・淵上（2008）は地
域のコーディネーターには各学校のコーディネ
ーターを統括し、ネットワーク全体を主導する
ことのできる能力が必要であるとし、各学校の
組織に対するコンサルテーション能力の必要性
が示唆された。

5．アメリカのコーディネーション研究の概観
アメリカのコーディネーションに関する先行
研究を概観し、比較することによって、日本の
学校における援助チームのコーディネーション
の特徴について検討する。文献検索は APA

（American Psychological Association）の文献デ
ータベース PsychINFO を使用した。1990年か
ら 2009年までに英語で書かれた文献を対象に、
“Student Support Team and Coordination”のキ
ーワードで検索した。検索の結果、14件抽出
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された。わが国の論文、および内容や対象の異
なる論文を排除し、6件を分析の対象とした。
研究は①個別の生徒対象の SST のコーディネ
ーション、②学校運営に関するチームのコーデ
ィネーション、③地域の精神保健に関するチー
ムのコーディネーションに分類された。その主
な研究を概観する。
米国においては様々な援助チームのメンバー
による実践が行われている。Brown & Joseph

（2004）は LD 児対象の援助チームのメンバー
として管理職、サイコロジスト、ソーシャルワ
ーカー、特別支援教育担当教師、養護教諭、言
語聴覚士、バイリンガルの教師などをあげてい
る。個々の生徒の問題に応じてこれらの多様な
メンバーからなる援助チームを形成することが
SST のコーディネーターの役割といえる
（Walls, 2005）。
こうした多様な職種からなるグループ内でお
こる人間関係の調整もコーディネーターの役割
の一つであり、意思決定において対等な立場に
なるように配慮することが重要であり（Gutkin

& Curtis, 1999）、チームワークの向上はチーム
援助の効果に影響している（Salas, Stagl, Burke,

& Goodwin, 2007）。さらに学校運営に関するチ
ームにおいてもコーディネーターが関わってい
る。学校全体で取り組む援助サービスプログラ
ムの導入や、地域の資源を活用した学校運営を
行うために、地域のコーディネーターが学校運
営に関する援助チーム会議に参加し、プログラ
ムの評価や資源活用の調整を行っている。
こうした米国の実践は多職種による援助チー
ムを編成し、多様な援助サービスを提供するう
えでコーディネーションが重要であることを示
している点で示唆に富む。複数の専門家による
援助チームが中心である米国に比較し、日本に
おける援助チームは、スクールカウンセラーや
保護者といったメンバーをのぞけば教師の役割
分担によって編成されるという点で異なってい
る。同僚である教師間の人間関係の調整や、チ
ーム内での役割分担をどのように行うかが日本

におけるコーディネーションの課題であるとい
えよう。

Ⅳ コーディネーション研究の動向と意義

コーディネーションに関する研究や実践はま
だ十分とはいえず、緒についたばかりである。
先行研究の動向は実践研究が中心であり、①個
別の援助チームに与えるコーディネーションの
影響、②援助システムに与えるコーディネーシ
ョンの影響、③コーディネーションの機能、④
コーディネーターの能力の 4つの観点から整理
できた。
①個別の援助チームの実践にはチームの活動
を支える援助システムとコーディネーターの存
在が重要であると示唆された。コーディネータ
ーはチーム援助を促進し、実質的に機能するよ
うに援助チームでの話し合いにおいて参加者の
心情に配慮しながら、援助方針や援助活動の調
整を行っている。また、援助チームにはコーデ
ィネーションを専門に担当する教師、スクール
カウンセラーが必要である。
②学校における援助システム構築は、個別の
援助チームの実践と関連しながら展開され、シ
ステムレベルで調整するコーディネーターの存
在が重要である。コーディネーターが委員会や
学年会などのシステムレベルの援助チームで情
報共有を行い、援助方針を検討することは、個
別の援助を促進することが示唆された。
③コーディネーションの機能やコーディネー
ターの能力についての知見が得られた。コーデ
ィネーターは、話しあいの時に援助チームのメ
ンバーに配慮できる、援助方針や援助案の修正
の判断ができる、援助システムに関しては組織
に対するコンサルテーションができる能力を持
つ必要性が示唆された。
④日米のコーディネーション研究の比較から
は、アメリカでは一人の人間がコーディネータ
ーとして機能する例があるが、日本では生徒指
導主事や学年主任、教育相談担当など複数の人
間が協力しながらコーディネーションが行われ
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ていることが明らかになった。また、複数の専
門家による援助チームが主体の米国に対し、日
本は教師の役割分担によって援助チームを形成
するという点が異なっており、チーム内での役
割分担が日本におけるコーディネーションの課
題であることが示唆された。
以上の結果をふまえてコーディネーション研
究の意義について以下のようにまとめることが
できる。
①コーディネーションが援助チーム実践や援
助システムに与える影響を検討することによっ
て、学校でコーディネーターが援助チームの実
践や援助システムを構築する際の具体的な視点
を提供できる。
②コーディネーションの機能が明らかになる
ことによって、コーディネーターの役割が明確
になる。
③コーディネーターの特性や能力についての
研究が展開されることで、研修などでコーディ
ネーターを養成する際の視点を提供できる。
これまで学校における子どもへの直接的な援
助は主に担任教師が担ってきたが、今後は担任
の努力や意欲を尊重しながら、複数の援助者が
協力する体制を作ることが学校現場でのよりよ
い援助につながる。そのために今後さらにコー
ディネーション研究が積み重ねられ、学校現場
での臨床実践へ寄与することがのぞまれる。
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